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次号予告「AI を活用した画像技術の発展」

巻頭言
AIと画像技術の進展がもたらす光学分野の革新 

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥藤吉弘亘

解　説
深層学習と光学撮像の融合―大気ゆらぎ抑制に向けた
シングルピクセルイメージング―  ‥‥‥渡邉恵理子
光ニューラルネットワークによる高速認識とイメージ 
ング  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥砂田　哲

画像認識 AIにおける誤りリスクの分析と低減技術 
  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥石川冬樹

人工知能技術を活用した医用画像解析  ‥‥‥‥小林和馬
医療・健康情報の連合学習  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥全　昌勤

光学ハイライト

気になる論文コーナー

今後の特集予定
54巻 6号「2024年日本の光学研究」
54巻 7号「脳神経科学を支える光学技術」
54巻 8号「材料科学を支える放射光 X線分析技術」
54巻 9号「量子インターネット研究の発展」
54巻 10号「スマート農業を支える光センシング技術」 

//編集後記 //

　人が言葉によってコミュニケーションをするとき，情
報を伝達するのは音であり，音の強さや周波数，位相ま
でを無意識に制御することで会話しています．電話は声
をより遠くへ伝達する手段として発達し，多くの技術革
新を経て現代では光ファイバーを使った光通信が一般的
なものとなりました．光通信では，キャリヤーである光
を変調することが最初の一歩になります．当然，音では
なく光の強度や周波数，位相を高度かつ意識的に制御
（変調）することが鍵となるわけですが，そのときに人
の声帯に対応する重要な役割を担うのが光変調器という
わけです．情報はわれわれの生活を豊かにするものです
が，際限なく増え続ける情報量に対してどのように向き
合うかが，現代社会の新たな使命であると日々実感して
います．
　本特集では，そのような新時代の情報社会を迎えつつ
ある今，さらなる高速で大容量な情報通信を可能とし，
集積性と低コスト化を両立するような次世代の光変調器
に焦点を当てました．新材料や新機能，デバイス設計か
らそれを活用した光源応用までわかりやすくご解説いた
だきました．光変調器の専門家から初学者まで幅広く，
楽しめる特集になれば幸いです．最後になりましたが，
ご多忙中にもかかわらず執筆をご快諾いただいた著者の
方々に，この場をお借りして深く感謝申し上げます．

（藤井，日達）

原著論文を募集しています
　「光学」では，日本語の原著論文を募集しています．会員・非会員を問わず，自由に投稿できます．皆様の意
欲的なご投稿をお待ちしております．
　また，上記に加え，特集テーマに関連のある原著論文も募集しています．この場合，採択となった論文はその
特集号に合わせて掲載できるよう，査読作業をより迅速化いたします．特集テーマ関連の投稿締切は，当該特集
号発行月の 4か月前の 10日です．特集号を明記のうえご投稿ください．
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